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Soil properties of Cryptomeria japonica plantations with different height growth 
courses at the Experimental Station at Tanashi, The University of Tokyo








式を反映して通気性や透水性に関わる物理性の優れた土壌が分布する傾向にある。 真下 （1965） は，
深さ50cmまでの土壌の透水性の良否とスギやヒノキの地位指数に相関があることを明らかにし
た。また，土層が薄い場所に植栽されたスギは，樹高が低い時点から年樹高成長量が小さくなる
ことも報告されている（中村 1948，真下 1965，丹下 1995） 。スギは深根性樹種であり，土壌条
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た。いずれの林分の植栽木も樹高が20m程度であるが， 最近の年樹高成長量は， Plot １（５小班，
2010年時点の林齢：74年生） ，Plot ２（24小班，49年生） ，Plot ３（14小班，21年生）の順に小
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図−１．調査林分の位置演習林（東大） , 53, 1-7 (2013)




糸量を調べた（日本ペドロジー学会 1997） 。試孔と最も近い植栽木との距離は， １m程度とした。















　　　　●：Plot 1，○：Plot 2，▲：Plot 3
　　　　染谷（2010）と倉持（2011）の掲載データを一部使用した。4  丹下　健ら
図−３．土壌断面形態
　　　　土壌層位の推移状態は，実線が明瞭を，一点鎖線が判然を，点線が漸変をそれぞれ表す。演習林（東大） , 53, 1-7 (2013)









下での貫入量が1.0 〜 1.5cmの場合が山中式土壌硬度計の読み取り値20 〜 24mmに相当し「根系

















　　　　  Plot 1と3の土壌貫入抵抗（Nc）のデータは，染谷（2010）に掲載されているものと同
じである。演習林（東大） , 53, 1-7 (2013)
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